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機械システム係

装置付属のテンプレートを使用して円１の直径と中心のXY座標を求めてみましょう。



円-1を測定する
当初の目的である直径とX座標、Y座標を測定し、測定結果画面上で確認して
みましょう。



（１）ビデオウインドウ中央
付近に計測箇所を移動

測定箇所1番目

マルチクリックプラスモード
による測定領域指定を設定



（２）エッジ検出用ツール
を設定して
測定ポイントを指定する

①起点指定
②中間点指定

測定円が、ビデオウインド内に収まら
ないので円弧ツールで分割して測定



（３）引続きエッジ検出用
ツールを設定して
測定ポイントを指定する

③終点と
④サイズ
を指定し
クリック



測定点数が
表示される

測定点に問題
が無ければOK
を選択する

（４）測定円の1箇所目の
測定点を決定する



測定箇所２番目
を同様に設定

測定点数が
追加表示
される 測定点に問題

が無ければOK
を選択する

（５）測定円の２箇所目の
測定点を決定する



測定箇所３番目
を同様に設定

測定点数が
追加表示
される 測定点に問題

が無ければOK
を選択する

（６）測定円の３箇所目の
測定点を決定する



表示したい測定結果
に☑をして

OKとする。
今回は
X、Y、直径に☑する

（７）表示する測定結果
の選択をする



（８）測定結果ウ
インドウに結果が
表示される



測定結果を印刷・保存
測定結果をプリンタで出力したり、記憶媒体にデータとして保存させましょう。



（１）測定結果
をクリックする



（２）プリンタを選択し
印刷ボタンをクリック
する



（３）用紙への印刷イメージ



（１）測定結果をファイル
として保存する
（TEXT形式の場合）



（２）測定結果をファイル
として保存する
（CAD形式の場合）



設備利用を終える
測定が終わった後の装置の終了方法を説明します。



装置停止までの手順

Windowsのシャットダウン

測定ソフトウエアQVPAKの終了

測定機を原点復帰させる

測定機本体の各軸が移動しても安全上問題ないか確認する

ステージ上の供試品を撤去する



（1）ABS位置ボタンを
クリックする



（２）装置駆動前に
安全確認をしてOKを
クリックする



（３）ABS位置（基本位置）
まで自動で駆動する



（４）QVPK＞ファイル＞
終了を選択し、
クリックする



（５）スタートをクリックする



（６）シャットダウンする



整理・整頓・掃除をし、次の利用者のため
原則、現状復帰でお願いします


